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村
内
海
岸
線
に
連
結
す
る
河
川
整

備
の
取
り
組
み
状
況
、
日
常
的
に
河

口
閉
塞
の
箇
所
が
幾
つ
あ
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　大
城
　学

　
　大
小
合
わ
せ
て
４５
の
河
川
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
護
岸
整
備
済
み
が
約
８
割

以
上
と
思
う
。日
常
的
河
口
閉
塞
は
６

カ
所
ぐ
ら
い
だ
と
把
握
し
て
い
る
。

　
　ワ
チ
川（
熱
田
川
）は
去
年
、
改
修

工
事
を
完
了
し
た
が
河
口
閉
塞
は
未

だ
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。工
事
の
完

了
後
の
調
査
は
さ
れ
た
か
。ま
た
河

口
閉
塞
の
防
止
対
策
を
、
今
後
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
建
設
課
長
　大
城
　学

　
　工
事
完
了
後
は
、施
工
業
者
に
確
認

し
情
報
を
得
て
い
る
。河
口
閉
塞
に
つ

い
て
は
数
回
、
浚
渫
を
行
っ
て
い
る
が
、

日
常
的
な
河
口
閉
塞
の
状
況
を
確
認

し
て
お
り
、
今
後
は
導
流
堤
も
含
め
た

対
策
が
必
要
な
箇
所
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
　平
成
３０
年
度
、
福
地
川
の
改
修
工

事
の
計
画
が
実
施
さ
れ
る
が
、
河
口

閉
塞
の
対
策
も
同
時
に
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
計

画
か
。

　
　
建
設
課
長
　大
城
　学

　
　村
道
１１
号
喜
瀬
武
原
線
で
福
地
川

に
か
か
る
橋
梁
部
分
の
河
川
断
面
、
橋

梁
も
含
め
た
設
計
と
な
って
お
り
、
河

口
閉
塞
対
策
等
は
計
画
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
、
地
元
及
び
関
係
機

関
と
十
分
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

　
　第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
防
災
の

対
応
、
生
態
系
の
保
全
や
親
水
性
の

確
保
を
主
眼
と
し
た
河
川
整
備
を
行

う
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な

計
画
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　自
然
環
境
、自
然
景
観
に
配
慮
し
な

が
ら
も
、
ま
た
防
災
の
観
点
も
含
め
、

河
口
閉
塞
な
ど
実
態
調
査
も
し
な
が

ら
、河
川
管
理
を
し
て
参
り
た
い
。

　
　ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
で

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
利
用
、ま
た
年
間

の
稼
働
率
は
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　村
産
業
ま
つ
り
、
福
祉
ま
つ
り
、
修

学
旅
行
体
験
学
習
等
で
、使
用
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
屋
外
は
天
候
的
な
こ
と

で
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
は
利
用
頻
度
は
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
　村
産
業
ま
つ
り
の
際
に
来
場
者
か

ら
広
場
内
の
テ
ン
ト
が
死
角
に
な
り

ス
テ
ー
ジ
が
見
え
づ
ら
い
と
の
声
が

聞
か
れ
る
が
、大
型
パ
ワ
ー
テ
ン
ト
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　大
型
パ
ワ
ー
テ
ン
ト
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
産
業
ま
つ
り
を
中
心
に
指
定
管

理
者
で
あ
る
村
観
光
協
会
へ
も
要
望

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。村
と
し
て
は
、

予
算
的
に
も
調
査
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

　
　ゆ
う
な
ホ
ー
ル
の
出
入
り
口
を
工

夫
対
策
で
き
な
い
か
。防
災
面
か
ら
、

会
場
内
非
常
口
が
前
方
に
２
ヶ
所
し

か
な
い
。危
機
管
理
の
観
点
か
ら
後

方
に
も
避
難
口
、
非
常
階
段
を
作
れ

な
い
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　ホ
ー
ル
の
利
用
に
関
し
て
は
、
ト
イ

レ
等
、
途
中
退
席
も
含
め
、
出
入
り
し

づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
。危
機
管
理
に

関
し
ま
し
て
も
、
建
築
基
準
法
的
に
問

題
は
な
い
が
、
実
際
の
危
機
管
理
も
含

め
て
後
方
へ
の
出
入
り
口
の
設
置
、
階

段
も
踏
ま
え
、検
討
し
て
い
き
た
い
。
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山
田
　政
幸
　議
員

河
川
管
理
に
つ
い
て

公
共
施
設
の

　
　有
効
活
用
に
つ
い
て

ワチ川河口（熱田）

イベント広場

　
　就
労
定
着
支
援
等
の
新
た
な
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　ま
ず一つ
目
に
、自
立
生
活
援
助
、障

碍
者
支
援
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

病
院
等
を
利
用
し
て
い
た
障
が
い
者
が
、

一人
暮
ら
し
を
始
め
た
時
に
、
生
活
や

健
康
、
近
所
つ
き
合
い
な
ど
に
問
題
が

な
い
か
訪
問
し
て
必
要
な
助
言
等
の

支
援
を
行
う
。二
つ
目
に
、
就
労
定
着

支
援
、一般
就
労
へ
移
行
し
た
障
が
い
者

が
就
労
に
伴
う
環
境
変
化
に
よ
る
生

活
面
で
の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

企
業
や
自
宅
への
訪
問
、
来
所
に
よ
る

必
要
な
支
援
を
行
う
。三
つ
目
、
居
宅

訪
問
型
児
童
発
達
支
援
、
重
度
の
障

害
等
で
、通
所
で
の
療
育
支
援
が
困
難

な
障
が
い
児
に
対
し
て
、
居
宅
を
訪
問

し
て
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な

動
作
の
指
導
、
知
識
、
技
能
の
支
援
を

行
う
。

　
　生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　単
身
や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
、

認
知
症
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、村

が
中
心
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社

会
福
祉
協
議
会
、老
人
ク
ラ
ブ
や
商
工

会
、民
生
委
員
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
各
種
団
体
、事
業
主
体

と
連
携
し
な
が
ら
多
様
な
日
常
生
活

上
の
支
援
体
制
の
充
実
、強
化
及
び
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を
一
体
に

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
　定
期
的
な
情
報
の
共
有
や
連
携
強

化
の
場
と
し
て
、
協
議
体
を
設
置
す

る
が
、役
割
は
何
か
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　社
協
、
市
町
村
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企

業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
網
羅
し
た

組
織
に
な
り
ま
す
。地
域
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
各
行
政
区
の
人
材
な

り
地
域
資
源
が
活
用
で
き
る
の
か
、
ど

う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
要
望
が
あ
る
の

か
情
報
を
収
集
し
、
協
議
体
の
中
で
い

ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
き
た
。

　
　お
宝
認
定
制
度
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　地
域
資
源
を
活
用
し
て
開
発
さ
れ

た
優
良
な
特
産
品
、飲
食
メ
ニュ
ー
、ま

た
観
光
商
品
を
村
の
お
宝
と
し
て
認

定
し
、
消
費
者
、
特
に
観
光
客
の
信
頼

を
高
め
る
こ
と
で
、商
品
、サ
ー
ビ
ス
の

普
及
と
需
要
拡
大
を
図
り
、村
内
の
農

林
水
産
業
及
び
商
工
業
、
観
光
業
の

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。認
定
商
品
に
対
し
て
は
、
お
宝
認

定
ロ
ゴ
マ
ー
グ
の
表
示
や
イ
ベ
ン
ト
等

に
お
け
る
紹
介
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
等
で
広
く
ピ
ー

ア
ー
ル
す
る
。

　
　ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い

る
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　商
品
に
関
す
る
認
知
度
の
向
上
、売

り
上
げ
の
向
上
、ま
た
生
産
者
、
製
造

業
に
か
か
わ
る
生
産
者
、
ま
た
サ
ー
ビ

ス
業
に
か
か
わ
る
方
々
の
や
る
気
に
つ

な
が
って
い
く
。

　
　「お
も
て
な
し
」
の
心
を
ど
の
よ
う

に
普
及
啓
発
す
る
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　村
民
の
観
光
産
業
に
対
す
る
理
解

向
上
を
図
る
た
め
、
観
光
と
は
何
か
、

税
収
を
含
め
た
観
光
産
業
が
地
域
に

与
え
る
影
響
と
多
面
的
な
観
光
産
業

に
つ
い
て
整
理
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
策
定
し
、子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
く
村
民
に
観
光
教
育
の
機
会
の
創

出
を
図
って
ま
い
り
た
い
。

　
　具
体
的
に
何
を
や
っ
て
い
く
の
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　学
校
等
に
お
き
ま
し
て
は
、
総
合
学

習
時
間
を
利
用
し
て
、職
員
を
派
遣
し

て
観
光
に
対
す
る
理
解
の
啓
蒙
啓
発

に
努
め
て
行
き
た
い
。
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観
光
業
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
福
祉
の

　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
の

　
　
　
　推
進
に
つ
い
て
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平
良
　幸
夫
　議
員

商
工・観
光
業
の

　
　
　
　振
興
に
つ
い
て


